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要     約

1歳10カ月のホルスタイン種育成雌牛が，初診時食欲不振，削痩，チアノーゼ，肺音粗励，発咳等の症状を呈した．
さらに第14病日には頻脈，頸静脈拍動等の循環器症状が認められた．血液および血液生化学検査により慢性炎症像が，
また心エコー検査により右心房内に三尖弁と付着しない高エコー占拠性病変が観察された．本症例は病理解剖により後
大静脈血栓症と診断されたが，血栓が心臓内において描出されたまれな症例と思われた．
―キーワード：後大静脈血栓症，心エコー検査．
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